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ンター」「帰国者・接触者外来」等は中止になります。一般医療機関で対応する旨の周知が行わ
れると、内科等の通常、感染症の診療を行う全ての医療機関で院内感染対策を行った上で対応す
ることが求められます。院内感染対策は通常のものに加え、感染患者とその他の患者を時間的・
空間的に分離するなどの対策を行うことが求められますが、具体的なことは順次示されるものと
思われます。軽症患者は外来診療と在宅療養に重症患者は入院と振り分け、医療体制の確保を守
ります。そのためにも、すべての医療機関は医療機関の特性や規模に応じた診療継続計画（BCP）
の作成を求められます。更に、国内での感染が拡大したとき、発熱や呼吸器症状以外の主訴で来
院される患者さんが感染者である可能性もあるため、しっかりした院内感染対策が必要になりま
す。
　Pandemic 2009H1N1から10年が過ぎました。ここ数年は特定接種管理システムからのメールで、
新型インフルエンザを思い出すくらいでした。新型コロナウイルス感染症の発生は感染症の危機
管理の必要性を思い出させました。1918年11月から約３年間猛威を振るったスペイン風邪のよう
に鳥インフルエンザ変異株によるパンデミックがいつ起こるともわかりません。当時と比べれば
医学は進歩し、ワクチンも抗インフルエンザ薬も開発されていますが、対応の先頭に立つのは我々
医療機関です。医療機関におけるBCP作成の手引き（https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/
bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/dl/guide_tebiki-01.pdf）を一読する
必要を感じました。

追記
　政府は２月13日より「WHOの公表内容から新型コロナウイルス感染症の流行が確認されてい
る地域」とは、中国湖北省及び浙江省とすると発表しました。
　２月16日に開催された「新型コロナウイルス感染症対策専門家会議」の第１回会議で国内全体
としては、感染経路を特定できない可能性のある症例が複数認められる状況であり、患者が増加
する局面を想定した対策が必要であるとの認識が共有されました。これを踏まえて、国民に向け
て「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安」が発表されました。その中では、「帰
国者・接触者相談センター」に相談する目安について、「風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以
上続く」「強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある」場合とし、高齢者や糖尿病等
の基礎疾患がある人については、このような状態が２日程度続く場合を相談の目安としています。
相談後は、同センターから勧められた医療機関のみを受診し、その際、マスクの着用、手洗い、
咳エチケットを徹底することなどを求めています。同会議では無症候病原体保有者の管理、退院
等の基準についても指針が示されています。PCR検査については対象を中国湖北省及び浙江省と
の関連性がある場合を検査対象としていたが、関連性が認められなくても入院を要する肺炎が疑
われる場合や、医師が総合的に判断した結果新型コロナウイルス感染症と疑う場合には検査が可
能になりました。
　今後はフェーズが地域感染期に入ることを念頭に置き、パンデミック対策構築が急務と言われ
ています。岡山県でも県医師会、病院協会、薬剤師会等で構成される「新型コロナウイルス感染
症医療連携会議」の開催が決定しています。個々の医療機関がなすべきことは、日本医師会のプ
レスリリースにもあるように「新型インフルエンザ等発症時の診療継続計画づくりの手引き」（前
述）などを参照の上、可能な限りの院内感染対策を講じるとともに診療継続計画を見直すことだ
と思われますので、手引きを是非ご一読ください。 （２月19日記）
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第198回岡山県医師会臨時代議員会の開催
並びに次期役員等の選挙の告示について

　第198回岡山県医師会臨時代議員会を令和２年４月19日（日）午後１時から岡山県医師会

館三木記念ホールにおいて開催いたします。今回は岡山県医師会 会長（１人）、副会長（２人）、

理事（10人）、地区選出理事（５人）、監事（２人）、裁定委員（11人）、日本医師会代議員（５

人）及び同予備代議員（５人）（以下「次期役員等」といいます。）の選出が行われます。

　ついては、本会定款及び同施行規則に定めるところにより、次期役員等の候補者になろう

とする者は、令和２年３月25日（水）午前９時から同年４月10日（金）の午後５時までの間に、

文書で、本会選挙管理委員会にその旨を届け出て下さい。本会会員の推薦による候補者の届

出もまた同様です。届出用紙は、選挙管理委員会に用意しております。

　なお、次期岡山県医師会 会長、副会長、理事、地区選出理事、監事、裁定委員の任期は、

令和２年６月開催予定の岡山県医師会定例代議員会（決算）終結の時から、２年後の令和４

年６月開催予定の岡山県医師会定例代議員会（決算）終結までとなります。

　また、次期日本医師会代議員及び同予備代議員の任期は、令和２年６月開催予定の日本医

師会定例代議員会開催日より、２年後の日本医師会定例代議員会開催日の前日までです。
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